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宮城県大河原教育事務所 

大河原教育事務所管内の偉人Ⅱ 

～夢をもち，志を成し遂げた郷土の人々～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書 ： 佐藤 奎山 氏 



 

 

発刊にあたって 

 

 昨年度に引き続き，志教育参考資料集「大河原教育事務所管内の偉人Ⅱ～夢

をもち，志を成し遂げた郷土の人々～」を管内教育委員会，小・中学校の協力

のもとに発刊できましたこと，大変うれしく思います。また，昨年度作成しま

した第１集は文部科学省のホームページに掲載されるなど高い評価を得ること

ができました。これもひとえに，関係各位の御協力のたまものと御礼申し上げ

ます。 

 さて，本県は，１０００年に一度と言われる未曾有の災害をもたらした東日

本大震災により，多くの困難や苦労に見舞われました。しかし，この経験は

「自ら社会で果たすべき役割を主体的に考えながら，よりよい生き方を目指し，

その実現に向かって意欲的に物事に取り組む姿勢を育む志教育」につながって

いくものと思います。管内には，津波の被害が大きかった沿岸部を訪れ，ボラ

ンティア活動をしたり，被災者から体験談を聞いたりした学校もありました。

また，多くの児童生徒は，復興に向け必死にがんばっている被災者や支援者の

様子を報道により見聞きし，困難に立ち向かう姿に心を動かされています。児

童生徒にとって，東日本大震災を経験したことは自分たちの生活・生き方を見

直す大きなきっかけとなるはずです。これからは，郷土の復興のため，どんな

困難にも負けず力強く生きていく人づくりを進めていくことが重要と考えてお

ります。夢と志をもって未来を切り開いていく人材育成を視野に入れ，志教育

に係る取組を強力に推進していただくようお願いします。 

 「みやぎの志教育」は，宮城県教育振興基本計画における重点的取組の一つ

であり，平成２２年１１月に策定されてから２年が経過いたしました。各学校

におかれましては，平成２３年度に年間指導計画作成を終え，志教育推進のた

めに様々な実践を積み重ねていることと思います。さらに改善を加えながら，

年間指導計画をより実効性の高いものにすることを期待しております。 

 本冊子では昨年度４５名，本年度２１名，２年間で計６６人の身近な郷土の

偉人を紹介することができました。「先人の生き方」を学ぶ教育活動のデータ

ベースとして御活用していただき，志教育推進の一助になれば幸いです。 

 結びに，本冊子を発刊するに当たりまして，資料を作成いただきました先生

方，教育委員会担当者の方々，また，御協力いただきました関係各位に心より

敬意と感謝を申し上げ，発刊の言葉といたします。 

 

                      大河原教育事務所  

                           所長 桂島 晃 
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齋藤
さいとう

 四郎
し ろ う

治
じ

 （明治５年
１８７２年

～昭和２１年
１９４６年

） 

【主な業績】 

ヒダリマキガヤ（イチイ科カヤ属変種）の発見 

 コツブガヤ（イチイ科カヤ属変種）の発見 

 ヨコグラノキ（クロウメモドキ科ヨコグラノキ属）の北限地帯発見 

 サイカチ(サイカチ蔓科サイカチ属)の発見 

 カントウマユミ（ニシキギ科ニシキギ属）の発見 

【業績の概要】 

 白石市小原地区には，国指定の天然記念物がいくつかあります。最も有名なものは「材木岩」で

すが，下戸沢地区に現存する「ヒダリマキガヤ」もその一つです。 

 「ヒダリマキガヤ」は，現在は小原地区下戸沢字町地内（旧小原国民学校下戸沢分教場）にひっ

そりと佇んでいます。当初，小原村（現在は小原地区）在住の横田氏の所有地でしたが，齋藤四郎

治氏（以下「氏」と呼ぶ）が新種であることを発見し，伐採・枯死等からこの樹を守るために昭和

３年に譲り受けたといいます。 

 当時としては，「ヒダリマキガヤ」は，滋賀県に３株，三重県に２株が認められているだけで，非

常に貴重な植物であるということでした。現在では，国指定の天然記念物として保存されています。 

 また，氏は，当地区で「コツブガヤ」も発見しています。こちらも日本古来の固有種ですが，三

重県で，大正１３年理学博士である三好学氏により発見され，新種として認められた植物でした。

氏が見つけたこの樹は，我が国では２本目の検出であったといいます。今もなお，これ以外の樹は

発見されていないことを伝え聞くと非常に貴重な発見だったと言えるでしょう。 

 さらに，同地区において，氏の発見した貴重な植物は数種に及びます。「サイカチ」，「カントウマ

ユミ」，「ヨコグラノキ」がそれにあたります。「サイカチ」については，小原温泉内の四竈家の宅地

内にありました。また，「カントウマユミ」は，小原塩倉地内の高橋家の宅地内にありました。です

が，両木は，前者は火事による枯損，また，後者は自然に枯れて現在はなくなってしまっています。

「ヨコグラノキ」については，氏の発見により，当時はその北限地帯として昭和１７年に文部科学

省（当時は文部省）により認定されました。こちらは，観光名所として整備された材木岩公園内に

現存しています。 

 発見された樹木等は，いずれも貴重なもので，絶滅を恐れ，その保存を考え，譲渡による保存や

天然記念物指定への働きかけなど，氏の数々の活動は賞賛されるべきものと考えられます。 

 氏は，日頃より地区内の植物に目を落とし，時間さえあれば野山を駆け巡ったといいます。 

 氏の直接の子孫にあたる齋藤八十八氏（小原在住のお孫さん）によれば，「傘をさしながら家の辺

りや山の中や野原を歩いたり，植物を見たり手に取ったりしながら歩いているのをよく見かけた。

通勤の時は，よく本を読みながら歩いていた。笑顔を絶やさない人だった。」といいます。 

            また，親戚筋にあたる齋藤敏氏（奥様が四郎治氏の子孫に当たる）によ 

れば，「聞くところによると，白石市（当時は「白石町」）の学校まで通う 

のに，バスなどは使わず歩いて通っていたようだ。行き帰りには，道すが 

ら植物の採取に勤しみ，観察を絶やさなかったようだ。」ともおっしゃって 

います。氏の植物に対する愛情あふれる活動は，このような日頃からの地 

域の自然に対する接し方に表れているのではないでしょうか。それが，今 

なお，小原の数々の天然記念物に宿っているように思えます。 

 当地区内には，氏の功績を称え石碑が建てられています。そこにはこう記されています。 

 （前略）先生ハ人生再出発トシテ東京早川植物研究所ニ入リ植物分類学ノ大成ニ精進實地研究所

ニ挺身セルナリ其間凡十年孜々不倦全ク敬服ニ値ス（後略） 

 氏は，学校の教育を担う子弟を育てあげた後，植物の分類学に一生を捧げるために栄誉ある職を 

辞して，研究の道に進むことになります。自らの意志を貫くその強さは，今なお小原の人々の中に 

受け継がれています。                       【資料提供：齋藤敏氏】 

報告書内に挟められた植物 

今もそびえ立つヒダリマキガヤ 
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渡邊
わたなべ

 四郎
し ろ う

 （大正１５年
１９２６年

１月１０日～平成１０年
１９９８年

７月１４日） 

【主な業績】鉄鉱石中の微量成分の分析法の研究 

鉄鋼工場におけるマンガンの分析に関する研究 

【業績の概要】 

伊具郡東根村小坂字桜木の出身です。東根小学校卒業後，昭和１８年３月，

旧制角田中学校（現角田高校）を卒業と同時に，船岡海軍火薬廠に入所しま

したが，終戦と同時に火薬廠が閉鎖されたことにより，退職せざるを得ませ

んでした。 

 昭和２０年１０月，東北大学金属研究所・後藤研究室に入所し，助手とし

て働きながら，製鉄業で必要な「迅速分析法」の確立のため，研究に励みま

した。 

昭和２９年４月，富士製鉄株式会社釜石製鉄所に入社し，「鉄鉱石中の微量

成分の分析法の研究」及び「鉄鋼工場におけるマンガンの分析に関する研究」を行って，学会で発表

しました。その結果，京都大学工学部の舟坂教授，東北大学金属研究所の後藤教授の薦めにより，そ

の研究を学位論文としてまとめて京都大学に提出したところ，昭和３６年１２月２６日，“工学博士”

の学位を授与されました。 

四郎を語る上で重要なことは，工学博士になった事実はもちろんですが，それにもまして，その夢

を果たすまでの不撓不屈の精神だと思います。当時，旧制中学を卒業しただけの一サラリーマンが，

働きながら勉学と研究に励み，博士となることは並大抵の努力ではありませんでした。東北大学金属

研究所勤務時代は，槻木から仙台まで１日も欠席せず８年間通い続け，「分析は渡邊に聞け」という合

い言葉ができるほど，頭角を現していきました。釜石製鉄所勤務時代は，寝る間も惜しんで研究に没

頭し，原稿用紙８００枚にも及ぶ膨大な学位論文を，同僚の協力・助言や夫人の内助の功などの支え

のもとに作成し，ついに工学博士となったのです。 

退職後は，東京都町田市に住み，第二の人生として臨床検査会社に嘱託として勤務し，アイソトー

プ(放射性同位元素)を取り扱う仕事をしていました。このように，生涯，研鑽と努力を続けた四郎は，

平成１０年７月１４日，７５歳の生涯を閉じました。 

※ 旧学位令では，“博士”になるのに学歴は問いませんでした。現在，“博士”には，大学院博士 

課程を卒業しなければなることはできません。四郎はこの新制度について，「それなりの長所は 

あると思うが，学歴不問の篤学の士のために旧制度を残しておいて欲しかった」と述懐していま

す。 

            

 

（参照資料：角田市東根公民館編集「東根の郷土史～ふるさとの地名･人名」） 

【資料提供：角田市立東根小学校】 
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堤
つつみ

 栄
えい

左
ざ

衛門
え も ん

 （明治５年
１８７２年

２月７日～昭和２１年
１９４６年

１２月２１日） 

【主な業績】地方自治 

【業績の概要】 

  「村長 おれたちの桑畑を取り上げるんですか。」 

「村長，馬や牛をみなごろしにするのですか。」 

宮村の農家の人たちが，堤村長のところに押しかけてきました。 

そして，あっちからもこっちからも激しい文句を言っています。堤村長は，たくさんの文句を

だまって聞いていました。 

昔から宮村にあった山や林はひどく荒れていました。それで，山へ行って仕事をする人はほと

んどいませんでした。中には山や林を借りたいという農家もあり

ました。そういう農家では，桑の木を植えたり，馬や牛のえさに

する草を刈ったりしていました。 

堤栄左衛門は，大正８年から１０年間も，宮村の村長としてい

っしょうけんめい働きました。堤村長は，この荒れ果てた山や林

をなんとか立派にしなければと考えました。貸していた山や林を

返してもらい，そこに植林をすれば百年後にはすばらしい緑豊か

な山になるだろうと考えたのです。 

ところが，山や林を借りていた農家の人たちは，百年後なんか

より，今の生活が問題でした。そのため，堤村長のところに毎日

のように反対する人たちが押しかけ，今までどおりにするように

言ってくるのでした。 

堤村長は，何回も何回も東京の林野庁へ行って，官行造林（国の山林）にしてくれるようにと

頼みました。そして，東京から帰ってくると，夜もろくろく寝ないで，村の人たちに説明して歩

きました。しかし，反対している人たちは，堤村長の話を聞こうとはしませんでした。 

「みなさん，みなさんの考えはよくわかりますが，今までのくらしではこれからずっと苦しい

生活を続けることになります。それに，わたしたちのふるさとの山は，ますます荒れ果ててしま

います。宮村全体が豊かになるよう，宮村の山林として植林しようではありませんか。百年後に

は，りっぱに生長した木がたくさんとれます……。」 

堤村長の考えに反対していた人たちは，だんだん真剣に聞くようになってきました。 

  「わたしは，宮村の将来を考えているのです。もっともっと豊かな村にしたいのです。こんな

小さい木が太い大木になり，その木材で学校や村のためになるものを作ったら，どんなにかすば

らしいことではありませんか。みなさん，わたしに力を貸してください。」 

  堤村長の目には涙が光っていました。村の人たちも一緒に涙を流し，何度も何度もうなずいて

聞いていました。こうして広さ２８１町３反歩（２，７８９，７５３平方メートル）の山が官行

造林となりました。その後，昭和３２年に宮小学校の講堂がつくられた時には，その時植林した

木を使ったということです。 

   【資料提供：蔵王町立宮小学校】 
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村上
むらかみ

 勇
ゆう

吉
きち

（明治元年
１８６８年

～昭和４２年
１９６７年

） 

【主な業績】円田村村長，村会・郡会・県会議員，澄川用水の実現や農民救済に尽力 

【業績の概要】 

 村上勇吉は，通算３３年間円田村の村長を務めまし 

た。また，村や郡や県の議員も務め，村の発展に貢献 

しました。 

村上勇吉がした大きな仕事の一つが澄川用水の実現 

です。円田村では古くから水田用の水が不足していま 

した。同じように隣りの村田町や沼辺村(現村田町)で 

も水不足に悩んでいました。その解決策として，三町 

村で相談し，蔵王の山々を水源とする澄川から水を引 

こうということになりました。 

 工事は昭和４年（１９２９年）に始まり，途中，経 

済的に苦しい農民を救うため，県にお願いして工事に 

農民を参加させました。地元農民は経済的に大きな助 

けとなり，精を出して働きました。延長約１５キロメートルにわたる澄川用水は，工事

開始３年後の昭和６年（１９３１年）に通水を開始しました。水路を勢いよく流れる水

を見て人々は大喜びをしたそうです。澄川用水の完成によって，３町村で約８００ヘク

タールの水田に水が送られ，それまで多かった水引きによる争いはなくなりました。 

 その後遠刈田に水力発電所が作られ，用水を使用するようになり，昭和１６年（１９

４１年）にサイフォンを通ってあふれる水を澄川７対黒沢尻３の割合で自然に分ける分

水工が，いぼ岩に設置されました。（平成２４年（２０１２年）に土木遺産として認め

られました。） 

 そのほか，村上勇吉は，冷害で苦しんでいる 

農民を救うため，刈田郡救済事業を行うととも 

に，個人としてお金を借り，外国からお米を買 

い，これを農民に無料で貸したり，円田村を通 

る軽便鉄道の開通に協力したり，分校になって 

いた平沢小学校を独立させたりしました。 

 村上勇吉は「村
むら

勇
ゆう

」の愛称で呼ばれ，村民か 

らとても慕われていました。一度引退した後， 

昭和２２年（１９４７年）に戦後初めて行われた円田村の村長選挙で，円田村の人々に

どうしてもとお願いされ，８０歳を過ぎていましたが立候補し，村長になりました。 

  村上勇吉は，昭和３４年（１９５９年）に蔵王町で最初の名誉町民に選ばれています。 

また，戦前と戦後の２回，国から勲章をいただいています。 

 村上勇吉の銅像は，今も澄川用水が流れる円田地区の水田を静かに見つめています。 

                       【資料提供：蔵王町立円田小学校】 

 

 

 

                          

                           

 

円田公民館（旧円田村役

場）に立つ村上勇吉の銅像 

 

いぼ岩にある分水工 
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真田 幸 清 （寛政１２年 ～ 明治４年）
さ な だ ※ゆききよ １８００年 １８７１年

【主な業績】読書や習字など，地域の教育の普及に貢献

【業績の概要】

仙台真田氏第八代当主幸清は，実は仙台真田氏分家信知の長男です。
のぶとも

文化６年（１８０９年），宗家の七代目当主信凭が病没，後継がいなかったため宗家の
のぶよる

養子となり家督を相続しました。

安政２年（１８５５年）幸清は，刈田郡矢附村の真田在郷屋敷において寺子屋『真田

塾』を開きます。科目は読書と習字，文久２年（１８６２年）の時点で門弟５０名が在籍

していました。当時の寺子屋では，子どもたちに「読み・書き・そろばん」を教えるとこ

ろが多かったのですが，この寺子屋『真田塾』では，年齢層も幅広く，儒教も教えていま

した。江戸後期から新たな時代の幕開けを迎えようとするこの時期に，蔵王地域の今後の

発展を考え，人々に教育を普及させようと強く望んだ幸清は，広く地域の人々に儒学を

通して，どのように生活し，どう生きるかなど「生き方」を説いてたようです。真田塾の

開校期間は，８年間で文久３年（１８６３年）に閉校しました。

明治４年（１８７１年）幸清が死去。その翌年，矢附村川原畑に幸清の筆子塚が建立さ

れました。当時，寺子屋や習い事の師匠が亡くなると，その門弟たちによって筆子塚と呼

ばれる供養塔が建てられることがありました。幸清の筆子塚も真田塾の門弟たちが建てた

ものです。

この碑には，『左衛門左幸村十世』と刻まれています。２６０余年の長きに渡り秘匿し
さえもんのすけゆきむら

てきた幸村との関係を，明治の世となってようやく公表することができたのです。この

筆子塚は，単に幸清の功績を伝えるものであるばかりではなく，仙台真田氏の歴史にとっ

てきわめて重要な転換点～『幸村の血脈を伝える一族であることの公表』を示すものなの

です。

【参考文献】

「仙台真田氏と真田幸村の関係を公にした，
ゆきむら

記念すべき遺構：真田幸清筆子塚」について

〈 真田幸清筆子塚の場所等 〉

所在地 蔵王町大字矢附字川河畑

所有者 個人所有

公開日 いつでも

料 金 無料

アクセス ミヤコ－バス

『松川橋』停留所から徒歩１０分

【資料提供：蔵王町立円田中学校】

※真田幸清筆子塚
さ な だ ゆ き き よ ふ で こ づ か

・幸清の読み方は正確に伝わっておりません。この度は仮に「ゆき

きよ」と読みました。ご異論等あるやもしれませんが，ご了承く

ださい。

・幸清の家督相続代数は８代目ですが，この筆子塚では１０世とな

っています。これは，仙台真田氏初代は片倉守信（真田大八）で

あり，幸村を基準にした場合は１代加算され，さらに４～５代目

間の廃嫡男子（信広）も１代として加算しているためと推測され

ます。
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松山
まつやま

 京子
きょうこ

 （明治３９年
１９０６年

～平成１６年）
２００４年

 

 

【主な業績】伝染病の防止･撲滅など地域医療の向上及び住民の健康増進に献身的に尽力 

      第１６回医療功労賞(読売新聞社主催。厚生省，日本国際連合協会等後援) 

      第２８代県民の母受賞 

金ヶ瀬小学校及び金ヶ瀬中学校（昭和２４年４月～平成３年３月）の校医 

【業績の概要】 

  三重県生まれ。東京女子医専（現東京女子医大）を昭和１０年卒業後，同郷の東北大学名

誉教授松山徳蔵さんと結婚しました。その後，宮城県衛生課に勤務し，昭和１６年，宮城県

大河原保健所を辞職，家族が疎開していた大河原町小山田地区に診察所を開きました。保健

所勤務当時はトラホーム・栄養失調・寄生虫などの患者が多く，これを無くすにはきめ細か

い指導しかないと決意して開業しました。 

そして，当時無医村であった金ヶ瀬村からぜひ来て欲しいとの要望を受け，昭和２３年，

金ヶ瀬村に小児科専門の医院を開業しました。 

戦後間もない頃から，金ヶ瀬小学校及び金ヶ瀬中学校の校医を務め，トラホームや寄生虫

追放に尽力され，昭和２５年～２８年の４年間続けて金ヶ瀬小学校を宮城県の健康優良校に

育て上げました。松山先生は「お金のない人でも分け隔てなく診察した。その当時，患者さ

んはお米やジャガイモ等をお金の代わりに持参していた。」とのエピソードも数多くありま

す。また，伝染病の赤痢が流行した時，金ヶ瀬小学校の体育館を病室にして大勢の人命を救

うなど地域住民のため，日夜，現状把握に努め臨機応変に対応されました。 

この他，平成に入るまで，毎月数回のペースで仙南一帯において精力的に講話を行いまし

た。伝染病や成人病などの防止や対策などの相談に親身に応じたことから，地域ではとても

人気のある講話でした。 

  平成１６年９８歳で亡くなりましたが，先生への感謝の気持ちは，金ヶ瀬地区だけではな

く，大河原町内はおろか仙南地域そして県内外に広まり，昭和６２年１２月２０日，医師松

山京子先生を称賛すべく書籍「慈愛」が３６９名の寄稿により地域の人 （々慈愛刊行委員会）

の手で刊行されました。そして，同日，金ヶ瀬公民館にて出版記念パーティーが催されまし

た。その後，基金ができ「慈愛表彰委員会」を発足し，地域の文化活動に貢献した方々を表

彰しています。 

                           【資料提供：大河原町教育委員会】 
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村井
む ら い

 江三
こうざん

 （寛政８年
１７９６年

～明治３年
１８７０年

） 

 

【主な業績】  

江戸時代末期に活躍した仙台藩を代表する俳人です。芭蕉に心酔し，郷土の俳諧の発展に努め， 

多くの書画・句集を残しています。白石の松窓乙二
しょうそうおつに

，仙台の遠藤
えんどう

日人
あつじん

ともに東北の三俳聖とも言 

うべき傑物で，郷土芸術の先駆者的存在です。２０歳頃に家塾を開き，寺子屋の先生となり，多 

くの庶民に書道等を教え，その門下生から寺子屋を開設するものも輩出しています。 

【業績の概要】  

  江三は，寛政８年（１７９６年），大河原町本町の村井家に生まれました。姓を村井，名を兵

治とし，号を「一日庵江三」と称しました。江三は，少年の頃から学を好み，俳句を愛し，松尾

芭蕉を崇敬し続けました。 

  ２０歳頃（文化１３年）から家塾を開いて寺子屋の先生となり，当時大河原の一平民が寺子屋

を開いたのは江三のみでありました。 

  ２５歳頃（文政４年）から諸国に吟行の旅を続け文人墨客と交わり修行しました。山形，会津

から羽後をかけて江戸や京都に遊び，文政１０年頃に大河原に帰郷してからは，山形や上山をは

じめ各地の句会に招かれ，その判者となり活躍し，多数の俳句同好者を指導しました。 

  天保（１８３０年）から安政年間（１８５９年）にかけて藩内俳壇の旗頭であり，郷土の俳人

にとどまらす，中央俳人との交流もあり，全国的な活動も見られます。大河原の俳諧は，江三と

いう俳匠を得て花開き，実を結んだと言えます。 

  その当時，文化から文政年間頃に活躍した多くの俳人は，概して与謝蕪村の流れを汲み美感覚

に捉われていましたが，江三は芭蕉に私淑し，正風の寂びを追求しました。江三はまた，鳥羽絵，

浮世絵風の絵を好み，書においても漢詩をよく作詠して書き，当時の大沼屋（現竹川家）等に所

蔵されていました。 

  江三関係の俳書には，江三編集による「筆塚集」（天保１１年），「草つき」（弘化３年），「むつ

のゆかり」，江三の跋
ばつ

のある「三月越集」（安政６年），「続月夜塚集」（慶応３年），江三自身の句

集「うぐいす笠」（嘉永元年）などがあります。 

  「うぐいす笠」は，韮神山麓に芭蕉の句碑『鶯の 笠落としたる 椿哉』を建立した時の記念

に発刊したものです。 

  晩年は，家督の吉兵衛が放蕩のため財産を無くし，隣の相馬屋の２階に一室を間借りするなど

物質的には貧しく隠遁的な生活を送っていました。明治３年５月２８日に病没しました。  

 

                             【資料提供：大河原町教育委員会】 
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三宅
み や け

 義
よし

行
ゆき

 （昭和２０年
１９４５年

～現在） 

 【主な業績】メキシコシティオリンピック重量挙げ男子フェザー級銅メダリスト 

       ロンドンオリンピック重量挙げ女子４８キロ級銀メダリスト三宅宏実のコーチ 

 【業績の概要】 

三宅義行は，昭和２０年（１９４５年）村田町沼辺に生まれました。 

６歳年上の兄は，後に東京オリンピック，メキシコシティオリンピックで金メダリストとなる

三宅義信です。 

貧しい中でもすくすく成長した義行は，重量挙げで華々しい成績を収める兄の姿を追いかけ，

高校に入ると，自分も重量挙げの世界に飛び込みました。義行が入学した大河原高等学校には重

量挙げ部がありませんでしたが，自らウエイトリフティング部を作り，兄に追いつこうと厳しい

練習を始めたのです。 

その後，義行はどんどん力をつけ，大学に入ってからは数々の記録を残しました。 

そして，ついに，昭和４３年（１９６８年）に行われたメキシコシティオリンピックで銅メダ

ルを取り，金メダルの兄義信と表彰台を共にしたのです。 

  スピードとパワーで兄に勝る義行は，翌年のワルシャワ世界選手権で優勝，さらに，ミュンヘ

ンオリンピックの前哨戦であるリマ世界選手権でも優勝しました。ミュンヘンオリンピックが行

われる年に開催されたプレオリンピックでも優勝し，世界王者の兄をして「まもなく義行の時代

が来る」と言わせるほどの活躍でした。 

昭和４７年（１９７２年）に行われるミュンヘンオリンピックでは，表彰台は確実と目されて

いましたが，オリンピックを５ヶ月後に控えた３月末，練習で右足靱帯を切ってしまいました。

奇跡的に復活し，オリンピック代表選考会に臨みましたが，けがの影響で記録は伸びず出場権を

逃してしまいました。 

  その後，足のけがで思うように練習ができないことによるストレスなどがたたり，胃潰瘍を患

い手術を受けます。不屈の男は，手術を受けた体で練習を再開しましたが，その影響は大きく，

再びオリンピックの表彰台へ…という夢を叶えることができないまま現役を引退しました。 

 

  それから二十数年…，人生の目的を失いかけていた義行でしたが，偉大な父の背中を追って重

量挙げの世界に飛び込んだ長女・宏実が，義行の重量挙げ魂に再び火をつけました。不屈の男・

義行は，再び重量挙げの世界に戻ることになったのです。今度は宏実のコーチとして…。 

平成２４年（２０１２年），宏実は，集大成と位置づけた３度目のオリンピック（ロンドン大

会）で，見事日本新記録で銀メダルを取り，親子

二代でのメダリストとなりました。 

兄に勝るとも劣らない潜在能力を持ちながら，

けがや病気に夢を絶たれた義行でしたが，その夢

は娘・宏実が受け継ぎ，二人三脚でとうとうその

夢を果たしたのです。 

「大きな夢をもって，長く続けて欲しい。一生懸

命やれば，必ず大きな答えが出るから。」 

義行が，後輩である村田の子どもたちに向かっ

て述べた言葉です。 

 

【資料提供：村田町立村田第二小学校・村田第二中学校】 
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孝子
こ う し

 長吉
ちょうきち

 （生没年不詳） 

【主な業績】 

身体の不自由な父に孝行をつくして村の評判となり，宝暦２年（１７５２年），仙台藩主伊達宗

村公からその孝行を賞して金十両を与えられました。長吉の孝行の話は，明治・大正時代の尋常小

学校の教科書（尋常小学修身書巻五・生徒用，明治２５年３月１６日出版）に掲載された実話です。

当時の子どもたちの手本とされた人物です。 

【業績の概要】 

「孝子長吉の碑」が谷山の奥，木立の繁る静かな場所に建てられています。この長吉は，村田町

足立一の沢の生まれです。父を長五郎といい，一家は農業で暮らしを立てていました。家が貧しい

ため，母は村田の商家，山田新五郎宅で住み込

みで働き，そこからの賃金を家の暮らしの足し

にしていました。そのうちに，母が病気になり，

寛延２年（１７４９年）仕事を辞め家に帰りま

した。その頃，父もまた病気になり足腰が立た

なくなり，父と母が病床の人となりました。こ

のとき長吉は数え年８才で，現在ならば，小学

校１年生の年頃でしたが，毎日山に入って枯れ

枝などを集めて薪木をつくったり，松やにを採

ったりしていました。それらを村田の町まで運

んで売り歩き，わずかばかりの金で豆腐のからを買い求め，家にあるわずかな米と混ぜて父母に食

べさせ，その残りを自分の口に入れてやっと飢えをしのぎました。このようにしているうちに母の

病が治りました。 

しかし，母は事情があって長吉と父を置いてこの家を出てしまいました。長吉は病気の父を見捨

てることはできません。家に残って一切の家事をやり，病気の父に尽くしました。朝と晩は火をた

いて父を温めました。９才の夏から近所の家々の売り板を運ぶ事を頼まれ，これを背負って村田の

町まで一日に２回ぐらい運んでその駄賃をもらって生活の足しにしました。また，村田の町で紅花

の乾かし方を手伝ったり近くの農家の仕事に雇われたりしました。やがて父の病気が快方に向かい

宝暦２年（１７５２年）ごろ父の病気がほぼ治りました。足立地区の人々で長吉の行いに感心しな

い人はありませんでした。時々，米などを送ってこの親子を助け，励ましていました。そして村役

人一同が，連名で長吉の善行を記し藩に表彰を願い出ました。この年の１２月，藩主伊達宗村は長

吉に金１０両を与えて，その孝行を賞しました。 

明治２０年４月足立の有志の人々は「孝子長吉の碑」を建ててその徳を顕彰し，大正２年１１月

に一の沢の屋敷跡に碑を建ててその善行を讃えています。 

 

 

 

 

     【資料提供：村田町教育委員会教育総務課・歴史みらい館】 
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千葉
ち ば

 幸雄
ゆ き お

 （昭和６年
１９３１年

３月２３日～現在） 

【主な業績】作詞家として地域の発展に貢献 

【業績の概要】 

 千葉幸雄氏は昭和６年東京都港区で生まれました。父が川

崎町出身で川崎町には伯母が暮らしていましたが，伯母には

子がなく昭和１０年伯母の養子として川崎町に移住しまし

た。 

 小さい頃から「詩」が好きで，暇を見つけては「詩」ばか

り書いていました。 

 昭和３０年当時コロムビアレコード専属の，石本美由起氏

に師事し，川崎町を生活の本拠地としながらも，石本美由起

氏の手伝いをしながら，指導を受けていました。兄弟子には，

星野哲郎氏もおり，多くの作曲家や，歌手の人たちともかか

わることができ，様々な経験をすることが後の詩に生かされ

ています。 

 昭和３１年８月デビュー作「利根の明月」は作曲家倉若晴

生氏との作品で，藤田まさと氏から，素晴らしい作品と評価

されました。これまでに，県内各地の校歌，社歌，町民歌，団 

体歌，音頭，小唄，ＣＭソングなど世にでた作品は３００詩以上に及んでいます。 

 また，昭和３９年から東北放送，ＮＨＫの連続ラジオドラマの放送台本も手がけ，活動が多岐に

渡り，地域に与える影響は大きなものでした。 

 昭和５１年１月から１２月までの，毎週水曜日河北新報朝刊に，詩５２篇を連載し，昭和５４年

には「水たまりの歌」と題して詩集が出版されました。 

 その頃の宮城県では，祝いの席で数々の民謡が歌われていましたが，千葉幸雄氏は，「民謡は勿

論素晴らしいが，誰でもどこでも歌える祝い歌はないものか」と，自問自答していました。 

 昭和５７年東北放送のラジオ番組「民謡でごきげん」とクラウンレコードがタイアップして詩を

公募していたことを知った千葉氏は，「祝い船」を応募，見事第１位となり，曲が付けられました。 

 昭和６０年１月「祝い船」が全国に発売されると大ロングセラーとなり，多くの方から親しまれ

ＮＨＫのど自慢大会では，一番歌われる曲として第１位を獲得したこともあり，昭和６０年４月２

日には，藤田まさと賞第１回受賞という栄誉に輝きました。 

 川崎町では千葉幸雄氏の栄誉を讃え，平成１３年本庁舎敷地内に歌碑を建立しました。 

 また，昨年までその功績に敬意を表し，全国「祝い船」歌謡大会を開催し，全国から参加された

方々から，改めてその歌の大きさを知らされました。 

 まだまだ道半ばですよ，という穏やかな言葉ではありましたが，千葉幸雄氏曰く「これからも喜

びを表現する詩を作り続けたい。」その眼光からは，志を成し遂げようとする力がみなぎっていま

した。 

   

                     【資料提供：川崎町立川崎小学校】 

 

歌碑 
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佐
さ

山
やま

 吉
きち

右
う

エ
え

門
もん

 （明治２９年
１８９６年

１１月３日～昭和５７年
１９８２年

６月１３日） 

【主な業績】宮城蔵王支倉豊年踊の普及に尽力 

【業績の概要】 

 支倉地区は伊達政宗公の命により慶長１８年（１６１３年）欧州派遣された支倉六右衛門常長に

ゆかりの深いところで，近くの円福寺には常長の墓や遣欧使節にかかわりのあった人の墓と言われ

る「いかり印」の墓があります。 

 五穀豊穣の祈願と収穫への感謝を込めて藩政時代からうら盆に演じた豊年踊り。 

 佐山家が代々伝えてきたと言われていますが，佐山吉右エ門氏が「健全な娯楽が無かった農村に

皆で一緒に楽しめる踊りを」と豊年踊りの会を立ち上げたようです。 

 郵便局長の仕事の傍ら，終戦直後，宮城県の懇請により進駐軍慰安演芸会に出演し，司令官の激

賞を受け，全米に映画で紹介もされております。国内においても数多くの公演を重ねながら研鑽に

努め，たくさんの方々から賞賛をいただいてきました。 

 現在も故佐山吉右エ門氏の意志を継ぎ，「宮城蔵王支倉豊年踊保存会」として川崎町は勿論，県

内外のイベント等に出演しています。スペイン国コリア・デル・リオ市に建立された支倉常長像の

除幕式においても現地で出演し，喝采を浴びるなど，国際親善の役割も担ってきました。 

 地域における夏祭りにおいても，率先して盆踊りの囃子等に協力しております。 

 また，地元の小中学校においても郷土芸能伝承の出前授業を行っており，地元川崎町立富岡中学

校文化祭では生徒全員による支倉豊年踊りが披露され，保護者は勿論，地域の方々の楽しみの一つ

とされています。 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料提供：川崎町立富岡中学校】 
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菊地
き く ち

 多兵衛
た へ え

 （宝暦５年
１７５５年

～文政８年
１８２５年

） 

【主な業績】上滝不動尊の山門の造営，年貢の減税に尽力 

【業績の概要】 

江戸時代の半ば過ぎのことです。百姓は田んぼで穫れた米

の中から，年貢として約半分を領主に納めなければならず，

日照りや大雨，洪水などで米がろくに穫れない年でも，年貢

はいつもの年と同じ量でした。その上，橋を架けたり，道を

直したりするための人夫としてかり出されました。従わない者は五人組制度で見張りをさせられ，容

赦なく罰を与えられました。逃げることもできず，みんなが集まって相談することすら禁止されてい

た時代でした。 

 文政６年（１８２３年）のことです。丸森では，大水で米も野菜も穫れず，田畑も荒れたままでし

た。それでも壊れた道路を直す人夫にかり出され，「このままではみんな飢え死にしてしまう。」「年

貢を減らしてもらえないか。」と，道普請
みちぶしん

に集まった男たちが言い出しました。そして，近くの役人

ではなく，領主である亘理の伊達藤五郎にお願いする手紙を書いてくれないかと，肝入だった菊地多

兵衛に相談しました。多兵衛は，困った人の話を聞いたり，お世話をしてくれたりして，みんなから

慕われていました。 

その頃多兵衛は，不動尊の山門を１３年かけて作っている最中でした。あと少しで完成する山門を

ながめながら，「ここで訴えを出したら，一揆を起こしたとして捕まって必ず牢に入れられてしまう。

みんなをそんな目にあわせるわけにはいかない。かといって，みんなの気持ちは収まらないだろう。

ここは，自分一人でやるしかない。」と考え，たった一人で殿さまの住む仙台に向かいました。仙台

で殿様を見かけた多兵衛は，その前に進み出て手紙を差し出しました。案の定，多兵衛はすぐに捕え

られ，牢屋に入れられてしまいました。手紙も取り上げられてしまいました。それから２年間，何の

取り調べもないまま，多兵衛は牢に入れられ，ついに牢の

中で亡くなりました。 

 多兵衛や村人の願いは，すぐには聞き入れられませんで

したが，取り立ては少しずつゆるやかになっていきました。

命をかけた多兵衛と村人の思いが通じたのです。感謝の気

持ちを表して，村人は多兵衛のことを「義民・多兵衛」と

呼ぶようになりました。 

 多兵衛が手掛けた不動尊の山門は昭和５６年（１９８１

年）に完成し，町の歴史を伝えるものとして有形文化財に指定され，町の神明社や不動尊公園の中に

は，「義民・多兵衛」の碑が建てられています。多兵衛は，田んぼのあぜ道に，虫退治のために松明

をたいていました。その後「たけや火」として多兵衛の霊をなぐさめる行事になりました。                               

【資料提供：丸森町立丸森小学校】 
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鈴木
す ず き

 三郎
さぶろう

 （明治２８年
１８９５年

～昭和４８年
１９７３年

） 

【主な業績】 丸森町百々石公園の設立，町会議員・丸森町消防団長として活躍 

【業績の概要】 

丸森橋を渡るとすぐに，観光名所の一つである「百々石公園」が

あります。桜やつつじの美しい公園で，伊具盆地を一望できるよう

にと設立され，現在町の人たちの憩いの場となっています。  

鈴木三郎は田町青年会を結成し，社会奉仕・地方産業開発に情熱

を注ぎ，陣頭に立って活動しました。三郎の功績を讃えて建てられ

た石碑があります。大正１２年に百々石公園保勝会長となり荒廃し

た公園再建にあたりました。寝食を忘れ鍬をふるい，各界に協力を

要請するため東奔西走して，百々石公園は町の誰もが楽しめる公園

に生まれ変わりました。当時は，たくさんの人が訪れ，すべり台を

楽しんだり，山の上まで続く出店に人の列ができたりとにぎわいを見せました。 

三郎は，代々大工をしている家に生まれ，５人兄弟の２番目で，おじいさんおばあさんに育てられ

ました。いつも弟子が３人ほどいて，寝食を共にしていました。「やる！」といったらやり通す，一

本気な性格で，丸森町議会議員と消防団長を務めました。 

現在の丸森中学校の土地問題が浮上した時に，広い土地が必要なため桑畑の買収を推進しました。

当時丸森町は，養蚕業が盛んで反対する声が多く，時には夜，通りを歩く酔っ払いから「三郎のばか

やろう！」と言われても，丸森町の教育のためにくじけずに尽力しました。 

昭和２８年３月に丸森町で大火事が起きまし

た。子どもの火遊びが原因で，納屋のかやぶきに

火が燃え移り，町の中心の半分が焼けてしまいま

した。強風の影響もあり，布団屋の綿花に燃え移

って，それが風で飛ばされ２キロ以上先の町まで

火の粉が飛びました。その時，消防団長だった三

郎の指揮により，伊具地区全ての消防団を率いて

ポンプ車を使って消火活動を行い，無事鎮火しま

した。 

三郎は，丸森小学校の出身で，字が大変丁寧で，旗揚げの字も上手に書きました。青年団の頃，仲

間とともに芝居をするなど，人前に出るのをいとわない性格でした。亡くなるまで町消防団長を務め，

町議会議員として丸森町の発展のために心血を注ぎ，昭和４１年勲五等双光旭日章を，昭和４８年に

は正六位を受章しました。現在，丸森町には三郎の子孫が「鈴木工務店」として，代々の技を受け継

いでいます。                       

【資料提供：丸森町立丸森小学校】 
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齋藤
さいとう

 富
あつし

 （明治２３年
１８９０年

～昭和５５年
１９８０年

） 

【主な業績】中谷地堤防の築堤，長内前堤防のかさ上げ工事，舘矢間揚水機場建設，楽寿会設立 

【業績の概要】 

 舘矢間小学校正門の脇に顕彰碑が建てられています。碑は，

楽寿会の会員の方々が，齋藤富先生の功績を称え，後世に残す

ために建立しました。 

齋藤先生は，明治２３年舘矢間村に生まれ，遠田郡二郷小学

校の教員として採用された後，２７才で桜小学校の校長になり，

丸森町，柴田町，角田市，仙台市の小学校で２５年間連続して

校長の職務を行いました。 

また，各勤務校では，新教育の理論と実際を研究し，全国に

公開してきました。昭和４年の世界の新教育会議には，日本の

優秀実施校として丸森小学校が推薦されました。 

さらに，宮城女子師範学校の先生や宮城県筆頭県視学となり，

宮城県下の教育行政の仕事も行いました。 

 退職後は，舘矢間村長に就任し，２期務めました。村長

時代の特筆すべき業績に，中谷地堤防の築堤と長内前堤防

のかさ上げ工事があります。 

阿武隈川沿岸は，昔から大洪水が起こり，水害の被害が

絶えませんでした。舘矢間の中谷地地区は無堤防地帯で，

洪水のたび大きな被害を受けていました。 

そこで，村議会の議決を経て「中谷地堤防特別委員会」

を設置し，宮城県議会，東北建設局に請願，国会で請願採

択になり，昭和２５年４月建設大臣から認可され，国直営

の大事業として行われました。堤防の完成により，肥沃な

土地で稲作が盛んになりました。 

その後，町村合併の時には，丸森町長職務執行者及び舘

矢間支所長となり，次に町議会議員にもなりました。 

また，丸森町公民館長として社会教育行政に貢献し，昭和３５年には国の政策に先行して舘矢間

楽寿会の創設に尽力しました。 

最後は，舘矢間土地改良区理事長として揚水機場を新鋭設備に改善し，舘矢間地区水稲，その他

農作物栽培用水の心配がなくなるように力を尽くしました。 

昭和３７年には数々の功績が認められ，教育功労者として文部大臣賞も受賞しました。 

 

参考文献：私のライフサイクルの業績（齋藤 富著） 

    ：わが郷土舘矢間の歴史（丸森町舘矢間の歴史編集委員会） 

                             

 【資料提供：丸森町立舘矢間小学校】 
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森
もり

 健
けん

次郎
じ ろ う

 （明治１６年
１８８３年

～昭和４１年
１９６６年

） 

【主な業績】 丸森町の初代町長として，町政の基礎づくりに尽力 

【業績の概要】 

丸森町は，昭和２９年１２月１日に，２町（丸森・金山），６村（筆甫 

・大内・小斎・舘矢間・大張・耕野）が合併して誕生しました。８つの町 

と村が一つになって，新しい町づくりを始めるということは並大抵なこと 

ではありません。新しくできた丸森町をどのようにしていくのかという計 

画を立てたり，それまで，町や村ごとにばらばらだった手続きの決まりな 

どを整えたりする仕事を短い期間でこなしていかなければなりませんでし 

た。また，町役場以外にも，小学校や中学校の校舎や体育館を新しくした 

り，建て直したりしなければなりませんでした。そのために，たくさんの 

お金を町で用意する必要もありました。 

このように新しい町づくりをすすめていく大切な時期に，町のリーダーとして力を尽くされたの

が，森健次郎丸森町初代町長さんです。森健次郎さんは，昭和２９年に丸森町町長に選ばれ８年間，

昭和３７年まで町の発展のため，町政一筋に力を尽くされました。 

新しい町づくりが始まった頃，大きな問題が立て続けに発生しました。昭和３１年７月には２日

間にわたって降り続いた梅雨によって，町内のほとんどの河川から水があふれ出してしまう水害が

起きました。翌年５月には，急に気温が下がり農作物などが霜によって大きな被害を受けてしまい

ました。さらに，３３年９月には台風２１号と２２号が丸森町を通過し，またしても洪水の被害を

受けてしまいました。この台風では，道路や橋の被害だけではなく，農作物にも大きな被害を受け

ました。丸森町の人々の収入が落ち込む日々でした。 

度重なる自然災害のために，町づくりに使える丸森町のお金はどんどん足りなくなっていきまし

た。丸森町のために何かをしたいと思っても，お金がないために事業を進めることができなくなっ

ていきました。 

そのような中でも，森健次郎さんは，「住民の福祉（幸せ）を何よりも大切にする」という信条

をもって，丸森町をよくするために日夜，仕事に励まれました。そして，森健次郎さんが先頭に立

って町づくりに取り組む姿を見せることで，災害に打ちひしがれて心も体も疲れきっていたたくさ

んの町の人たちを勇気づけようと奮闘されました。 

町づくりに使えるお金を確保するために，公用車での送迎を断り，毎日お弁当持参で路線バスに

乗って役場まで通われたそうです。このようなことをこつこつと積み重ねて，町のお金を節約し，

町の人たちが心待ちにしていた役場の庁舎や学校を建設することができるところまでこぎつけま

した。 

新しい町づくりには長い年月がかかりました。森健次郎さんが町長の仕事をやめられてからも，

いつも丸森町のことを気にかけていました。工事現場で働く人たちから「陽の照らない日はあって

も，元の町長さんを見かけない日はない。」といわれるほど，学校の建築現場に，毎日足を運ばれ

てその様子を見守られていたということです。 

参考文献 『丸森町史』，『広報まるもり縮刷版』 

 【資料提供：丸森町立小斎小学校】 

 



須郷 武治 (明治３２年～昭和５３年)
す ご う た け じ １８９９年 １９７８年

【主な業績】金山地区の発展
【業績の概要】
須郷武治氏は，若者に対していつも次のようなことを語っていた

そうです。「どこにいても故郷を忘れてはいけない。故郷は宝である。
故郷の人々を愛し，よき伝統を育ててもらいたい。」との言葉です。
(長男道也氏)
こうした須郷氏はどんな人で，故郷のためにどんなことをしたの

かを紹介しましょう。
須郷氏は明治３２年１０月２５日，金山町字谷地木戸（現丸森町

金山）に生まれ，金山高等小学校を卒業しました。１８歳（大正６
年）の時，東京にある工業商会に入社しました。４６歳（昭和２０
年）には社長，７０歳（昭和４４年）には取締役会長になりました。

［金山町に多額の寄附を贈る］
○ 金山地区では，農業が盛んでした。

しかし，水田に水を引くことに大変な苦労がありました。それは，田植え時期になると，農家
の人々が，国道沿いの用水路に水を流し込むため，土豪を積んで，山居地内の雉子尾川を堰きと
める仕事でした。その仕事には大変な時間と労力がかかったそうです。
そのことを知った須郷氏は，昭和３０年ころ，雉子尾川から水をくみ上げ，送るためのポンプ

一式（時価５０万円）を寄附し，金山山居に設置しました。
そのことによって，新田耕土の水不足が解消したと言われています。

○ 金山公民館長兼金山図書館長である星泰三郎氏は，一日も休むことなく地区の活動を進めてい
ました。そのことに感激
した須郷氏は，星館長に
対して，高額の基金を寄
贈しました。
これをきっかけにし

て，金山に立派な図書館
が建設されました。金山
図書館は，地区民の教養
と文化の向上に大変役立
っています。
須郷氏の業績を称え，

金山図書館前に左のよう
な碑が建てられました。

［金山町の若者を生かし，育てる］
○ 工業商会は，須郷氏が勤めた会社です。須郷氏は，その会社に金山町出身の若者を積極的に採
用しました。昭和３５年には，社員総数１７８名の内，約１割も金山町出身の人たちで占めるほ
どでした。
○ 須郷氏は，「在京金山会」の副会
長を昭和３８年から９年間，昭和
４９年からの２年間は，会長を務
めました。
在京金山会は，故郷金山町を離

れ，東京や関東地方で暮らしてい
る人たちの会です。その目的は｢金
山町出身の人たちの交流を深める
こと」と「金山町の発展に尽くす
こと」です。
その会の事業で特徴的な取組は，

金山町の優秀な青年や将来の金山町を担う青年を東京に招待するというものです。しかも，東京
招待にかかる費用のすべてを，在京金山会が負担しました。
東京に招待された方々の中には，現在金山の発展に力を尽くしている人がいます。
その一人，第１回の招待者で，現在，金山まちづくりセンター長として活躍されている原眞吉

氏は，当時のことを上のように語っています。

このように，須郷武治氏は，金山を離れた後も，故郷に思いを馳せ，愛し続けた人でした。
【資料提供：丸森町立金山小学校】

私
が
東
京
に
行
っ
た
の
は
、
二
十

八
歳
の
時
で
し
た
。

金
山
で
は
で
き
な
い
経
験
を
た
く

さ
ん
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
洋

食
を
ご
馳
走
に
な
り
、
ナ
イ
フ
と
フ

ォ
ー
ク
の
使
い
方
を
勉
強
し
た
り
、

国
会
議
事
堂
や
農
業
大
学
、
農
業
試

験
場
を
見
学
し
た
り
と
、
何
も
か
も

初
め
て
の
体
験
で
し
た
。
農
業
大
学

で
は
、
当
時
は
大
変
珍
し
か
っ
た
花

を
育
て
る
取
組
を
見
て
、
こ
ん
な
農

業
も
あ
る
の
だ
と
大
変
驚
い
た
こ
と

を
今
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
金
山
の
こ
と
し
か

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
も
の
の
見
方

や
考
え
方
が
、
少
し
変
わ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
ま
で
も
金
山

の
こ
と
を
心
に
掛
け
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
先
輩
方
を
す
ご
い
と
思
う
と
と

も
に
、
金
山
の
こ
と
を
誇
り
に
感
じ

ま
し
た
。

丸
森
町
立
金
山
図
書
館
は
、
昭
和
五

十
一
年
九
月
建
設
に
着
手
し
、
そ
の
際

須
郷
武
治
氏
よ
り
浄
財
壱
千
万
円
の
御

寄
附
を
基
金
と
し
て
金
山
地
区
民
の
協

力
の
も
と
に
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
完

成
し
た
。

愛
郷
の
念
篤
く
、
多
額
の
御
芳
志
を

賜
わ
っ
た
、
須
郷
武
治
氏
の
事
蹟
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
こ
の
顕
彰
碑
を
建

立
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
三
年
三
月

丸
森
町
長

二
瓶

泰
助

16
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佐藤
さ と う

 寅之助
と ら の す け

 （明治３５年
１９０２年

～昭和６３年
１９８８年

） 
 

【主な業績】丸森町長（２期８年）宮城県議会議員（２期） 

【業績の概要】  

佐藤寅之助は，明治３５年，当時の大内村伊手（現在の丸森

町大内）に生まれました。大内村尋常高等小学校を卒業し，福

島県警察署長，宮城県警刑事部長等を歴任した後，昭和３８年

丸森町長となり，農林業の振興のため，様々な農林業の近代化

と新しい農家経営の確立と育成に尽くしました。  

当時，丸森町では，高度成長による都会への人口流失が多く，

これを防ぐために工場の誘致を積極的に行いました。数社の工場を誘致し，農林業

の近代化等による余剰労働力の活用，特に婦人層の職場開拓に努めました。  

また，豊富な観光資源の開発に努め，自然を生かした休養と健康な観光地にする

ため，町内の景勝地にキャンプ場と国民宿舎「あぶくま荘」を開設，さらに舟下り

観光事業「阿武隈ライン舟下り」を設立するなど，観光客の誘致と観光施設の充実

に尽くしました。  

さらに，それまでの木造建築の町立病院を現在の１１０床の近代的な病院に改築， 

完全看護体制を敷いたほか，福祉センター，母子医療センターを建設，母子衛生の

普及に努め，乳児の死亡率ゼロを実現しました。教育問題にも深い関心を抱き，教

育施設の充実に努めました。特に分校児童の教育向上のため，９分校中２分校を本

校に統合，スクールバスを配置しました。昭和４３年には，町の奨学金制度を創設

し，向学心に富む学生の育成にも尽力しました。 

 こういった業績の中で最も大きいものは，町  

民８０年来の夢とされていた，国鉄丸森線の建  

設です。開通のために様々な活動に取り組み，  

昭和４３年４月，丸森駅と東北本線槻木駅間を  

開通させるとともに，丸森駅前の都市計画整理  

事業を実施し，過疎化の進む町の活性化を強力  

に推進しました。  

 丸森町長を２期務めた後，昭和５０年４月，  

宮城県議会議員に当選しました。当時の本県最  

大の課題であった「水田利用再編対策」の実施に取り組み，本県が国の食糧基地と  

して発展する基盤を確立しました。  

 また，警察ＯＢとしての豊富な知識と経験を生かし，県内の交通安全運動を推進  

し県民意識の高揚に努め，交通安全施設の整備充実など総合的な安全対策にも全力  

を尽くしました。  

 

 

 

 

 

 

 

                      

                    【資料提供：丸森町立大内小学校】  
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男
おとこ

澤
ざわ

三之
さ ん の

助
すけ

 （筆甫小学校吉田分校勤務 明治４０年
１９０７年

～大正 ６年
１９１７年

） 

男
おとこ

澤
ざわ

 一男
か ず お

 （筆甫小学校吉田分校勤務 昭和１９年
１９４４年

～昭和２４年
１９４９年

） 

男
おとこ

澤
ざわ

 美代
み よ

 （筆甫小学校吉田分校勤務 昭和２４年
１９４９年

～昭和４４年
１９６９年

） 

 

【主な業績】筆甫小学校古田分校における生涯をかけた分校教育 

【業績の概要】 

筆甫小学校古田分校７０年の歴史の中で断続的ではありますが，およそ６０年に渡って教鞭を

とったのが，男澤先生三代です。その中でも男澤美代先生は２０年間，山間へ

き地の古田分校を一度も離れることなく，昭和４４年３月古田分校廃止の日を

教職生活最後の日とするまで，分校教育に生涯をかけました。 

 美代先生が，夫（一男）の赴任と共に，古田に住むことになったのは，昭和

１９年の９月です。仙台，東京，横浜と生活をしてきた美代先生にとって，へ

き地古田の地は異郷の感がしたに相違ないと思います。その時を回想して美代

先生はこう書いています。 

「私が主人について古田分校に行ったのは，昭和１９年９月のことでした。熊

の出る土地と聞かされ，主人の転任に従い，バスも通らぬ四面山にかこまれた細い坂道を連れて

行かれ，右も左も山また山，聞きしにまさる知らない土地で，不安ばかりが先立つのでした。」 

父（三之助）が歩んだ道（吉田分校で教鞭をとる）を，夫（一男，当時４９歳）は継承するた

め，決断の赴任をしました。しかし，病のため倒れ，昭和２４年３月末で退職しました。遺児四

男一女を抱え，途方に暮れたにちがいない美代先生に，部落の人々は，ぜひこのまま分校に残っ

て教育を続けて欲しいと強くお願いしました。その強い願いを拒みきれず，また，父と夫の志を

継ぐことの意義を思い，古田分校に留まる決心をした美代先生は，昭和２４年 3 月３１日付けで

筆甫小学校助教諭として発令を受け古田分校に勤務し，昭和２７年１０月に教諭となってから，

以後２０年間，山間へき地の古田分校を一度も離れることなく，昭和４４年３月，古田分校廃止

の日まで先生としてへき地分校教育に尽くしました。 

当時，水と言えば，手桶をさげて５０メートルもある湧水の井戸まで汲みに行きました。隣と

言えば一山，二山越したかげにあり，日用品を求めるには１０キロメートルの山道を歩いて丸森

町まで，一日がかりで買いに行かなければなりませんでした。子どもをおんぶしてのことで自分

で持って来られる分しか買ってくることが出来ませんでした。その中，終戦をむかえ食糧難で，

山へ行ってはフキ，ワラビを採って来て米の代わりに食べました。医者もいない山村の生活はあ

まりにもみじめだったそうです。出張の時は夜中の２時頃に起き食事の用意をし，子どもたちの

世話をして一人はおんぶ，大きい子は子守りとして連れて行きました。 

 敗戦後の物が無い時代，分校の子どもたちの頭髪はクシが通らず，アカだらけでした。見かね

た美代先生は，進んで自宅の風呂を開放し，バリカンとカミソリを買って散髪も行いました。ま

た，竹の輪に油紙をはったり，鈴を付けてタンバリンを作ったり，給料をさいて簡易水道のポン

プや校舎を修理したことも再三でした。後にへき地振興法，理科教育振興法により，分校にも教

材施設が充実されることになりました。さらに，分校生の劣等感をはねのけるため，ソロバン練

習を取り入れ，４年間でほとんどの児童が８級から２級の検定に合格することができ，胸をはっ

て本校に行かせることができました。                

【資料提供：丸森町立筆甫小学校】 
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齋藤
さいとう

 喜惣
き そ う

治
じ

 （享保３年
１８０３年

～明治９年
１８７６年

） 

【主な業績】耕野村民への教育 

【業績の概要】 

明治時代の前の江戸時代には，「寺子屋」「家
か

塾
じゅく

」という学校があったのですが，学校といって

もそのほとんどは，教師（塾長）の自宅が教場（学校）でした。耕野にも「家塾」があり，塾長（先

生）もいました。 

耕野村の家塾の塾長であった齋藤喜惣治先生は，享和３年（１８０３年），現丸森町耕野に生ま

れました。喜惣治先生は，小さいころから読書が好きで，よく手紙（文書）を書き，また，算術（算

数）も得意でした。とても礼儀正しく，温和であり，礼儀作法の小笠原流の大家でもありました。

何事にも熱心に事にあたり，また，神仏を敬い，徳のある人でした。立派な人でしたので，安政年

間（１８５４年～１８５９年）に，選ばれて子どもたちの先生（塾長）となりました。 

その当時の家塾の勉強とは，『読み，書き，そろばん』で，読書，習字，算術が主でした。読書

における教科書は，『今川状
いまがわじょう

，庭訓
ていきん

往来
おうらい

，小学
しょうがく

句読
く と う

，四書
し し ょ

，五経
ごきょう

』などでした。習字の教科書は，

『いろは，名頭
なかしら

字
じ

，耕
こう

野村
や む ら

屋敷名
やしきめい

，伊具郡
い ぐ ぐ ん

村名
そんめい

，仙台藩
せんだいはん

郡名
ぐんめい

，日本
に ほ ん

国名
こくめい

』などで，一週間練習して

から浄書（清書）して先生に見てもらい，合格すれば次の手本へ進むことができたのです。算術に

あっては，読書と習字の学習をしっかり身に付けた１７，１８歳の若者が，秋から春にかけて夜間

に学習しました。冬は毎日算術の練習をし，３０歳になるまで学習を続けたのです。喜惣治先生は，

やさしく，熱心に教え続けました。塾生に怠ける者はいなかったそうです。その当時，字を書くこ

とができる人はほとんどいなかったのですが，喜惣治先生の教えで，漢字を読むこと，手紙を書く

こと，計算することができる人が増えていきました。 

喜惣治先生の心は，いつも村人の暮らしのことに向けられていました。喜惣治先生の生きた天保

年間，特に，天保４年（１８３３年）から天保９年（１８３８年）までは，全国的に大凶作でした。

食べるものがなく，多くの餓死者が出ました。そんな中，喜惣治先生は，天保６年（１８３５年）

に，農業や養蚕の指導員となりました。 

喜惣治先生は，農業や養蚕を向上させるにはどうしたらよいのか，よい方法はないのか，いつも

考えていました。自分で学び，体験し，研究を重ね，その成果を村人に熱心に教え伝えました。 

村人のために常に働き続けた喜惣治先生は，天保１０年（１８３９年）に耕野村の肝入（村長）

になり，さらに安政４年（１８５７年）には伊具郡西根の大肝入（郡

長）となりました。文久元年（１８６１年）に病気で辞めるまで，村

民のために働き続け，明治９年（１８７６年）に病気でなくなりまし

た。 

喜惣治先生の偉業を後世に伝えようと明治３１年（１８９８年）に

喜惣治先生の孫と教え子が集まって相談し，顕彰
けんしょう

碑
ひ

を建てました。喜

惣治先生の孫とは，伊具郡で初めて衆議院議員になった齋藤信太郎で

す。 

喜惣治先生の顕彰碑は，耕野の桃
とう

泉寺
せ ん じ

の参道内にあります。 

                             

                             【資料提供：丸森町立耕野小学校】   
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佐藤
さ と う

 忠
ちゅう

良
りょう

 （明治４５年
１９１２年

～平成２３年
２０１１年

） 

【主な業績】彫刻家 

【業績の概要】                           

明治４５年７月４日に，宮城県黒川郡落合村舞野（現大和町）で生ま

れた佐藤忠良先生は，幼少の頃，父の実家である伊具郡大張村（現丸森

町大張）で過ごしました。大張では，豊かな自然の中，家から歩いて阿

武隈川に行き，川遊びなどをしました。小学校への入学は，母の実家の

移住先である北海道夕張に移ってからです。 

自伝には，『私が彫刻を続けてきたことを振り返るとき，小学校での

最後の２年間担任だった坂下先生が最初のきっかけをつくってくれた

ような気がする。（中略）先生は，歩きながらいろいろな話をしてくれ

た。他の授業をしているときでも，「忠良は絵を描いていい。」と言って

くださることがたびたびあり，私は得意になって床の上に大きい画用紙

を広げ，ひとり，絵に没頭したものである。』（出典「つぶれた帽子」中央公論新社）と書いています。 

２０歳になって，本格的に絵画の勉強をするために上京し，美術雑誌などで西欧近代彫刻に接し，し

だいに彫刻家を目指すようになり，２２歳で東京美術学校（現東京芸術大学）彫刻科に入学しました。

４０歳の時に〈群馬の人〉を出品したところ，国立近代美術館に収蔵されました。その後，現代日本美

術展で佳作賞を受賞し，さらに，高村光太郎賞，毎日芸術賞，芸術選奨文部大臣賞など数多くの賞を受

賞しました。学生時代から，ひたすら人間像をつくり続けてきた先生は，自伝に，『いい絵画，いい彫刻

の本物をたくさん見ることで「彫刻家の眼」は養えると思う。』（出典「触ることから始めよう」講談社）

と書いています。 

６６歳の時に，故郷である宮城県で，仙台市彫刻のあるまちづくりの第一作として，台原森林公園に，

風に向かって立つ若い健康な女性をイメージした〈緑の風〉を設置。６９歳の時に，フランス国立ロダ

ン美術館で，日本人初の個展を開催，７４歳の時には，東京造形大学名誉教授に就任しました。 

これらの偉業により，平成２年には，宮城県美術館に「佐藤忠良記念館」が開館，平成７年には，大

和町に「佐藤忠良ギャラリー」が開設され，平成１２年には，宮城県美術館名誉館長にも就任しました。 

丸森町では，「町民が高いレベルの作品にふれ，豊かな心を育む一助としよう。私たち共通の宝として

後世に残そう。」と町商工会長等が発起人となり，多くの方の賛同を得て，昭和６１年，丸森町役場に， 

〈シャツブラウスの娘〉と〈冬の像〉が設置されました。平成８年には，「齋理アカデミー」において講

演会が行われ，その中で先生は，「若い時はうんと失敗しろ，失敗して恥かいて汗かいてやり直せと，よ

く学生に言っている。」と話されました。 

平成２３年３月３０日，ご家族や多くの方に惜しまれお亡くなりになりました。享年９８歳でした。 

自伝には，『今は，印刷も電波も発達して，絵や彫刻も，作品集やテレビの美術番組を見ただけで見て

しまったような，解ってしまったような思いがし，本物に触れるために足を運ばないですんだような気

がして，憧れからだんだん遠ざかりつつあるのではないだろうか。』そして，『２２歳ではじめて粘土を

手にしてから５０余年，私はひたすら土を手にしながら来てしまった。（中略）こんな原始的な作業を続

けていられるのも，作ることへの憧れがあるからであろう。』（出典「つぶれた帽子」中央公論新社）と

結ばれています。常に本物を追い求め，一生涯を彫刻にささげた人生でした。 

その後，平成２４年１１月２３日，宮城県美術館において，「生誕１００年／追悼彫刻家佐藤忠良展」

が開催され，多くの人が訪れました。絵本「大きなかぶ」の原画は，佐藤忠良先生が描かれました。                                      

≪写真提供：宮城県美術館≫ 

【資料提供：丸森町立大張小学校】 
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 （天保１５年
１８４４年

２月１５日～大正４年
１９１５年

８月１４日） 

【主な業績】近代製糸業の発展，近代的経営理念の実践  

【業績の概要】 

 明治１９年（１８８６年）７月，佐野理八は丸森町金山に佐野製糸場を創立し

ました。フランス製機械を備えて生産された良質のエキストラ糸は，アメリカに

直輸出され，佐野シルクの名は国内外に広まっていきました。創業時は熟練の工

女９０名を中心に運営されていましたが，着実に業績を伸ばし，理八が亡くなっ

た大正４年（１９１５年）には男性工員７０名，４３０名の工女を擁するようになっていました。 

 近代工業の幕開けとなった明治時代，女工哀史の話も聞かれる中，佐野製糸場にあっては，理八

の時代を先取りした模範的な経営理念のもと工場運営が行われていました。工女全員は，工場敷地

内の宿舎に入居し，食費は全額会社負担で，品数も多く農家の食卓より数段良かったといわれてい

ます。時には，社長と工女が同席した会食会も行われていました。また，全額会社負担で仙台松島，

東京日光方面への慰安旅行を実施するなど，当時としては画期的な実践を行っています。 

明治３８年には月給制を取り入れ，貯蓄の実践を励行させたため，長年勤めた者は，嫁入り費用

を用意できるほどの貯蓄ができたそうです。 

 工女たちは，年若くして親元を離れて暮らす者が多かったため，家庭に入ってから一般教養が不

足しているとそしられないようにとの配慮から，秋冬の夜長には，読み書きそろばん，裁縫を中心

とした夜学を行いました。また，明治２１年（１８８８年）工女の一人が亡くなると，工場敷地内

に２階建て病室を建築し，工場嘱託医を置きました。また，亡くなった工女については一人一人の

墓地を建て供養しました。それらは一大墓群として現在も残されています。 

理八は，天保１５年に滋賀県佐野村の農家の次男として生まれました。父は相当の知識も地位も

あり村役を務めるほどの人物でした。幼いころの理八は，乱暴者の餓鬼大将として近隣に知られ，

両親への苦情は絶えなかったといいます。しかし，父親は責めることなく，むしろ息子の成長に期

待を寄せていました。その理八も１２歳の時，生糸・呉服を扱う豪商茗荷家に丁稚奉公に出されま

す。自由奔放な幼少期を過ごした理八にとって，辛い日々ではありましたが，餓鬼大将の面目にか

けて，家に帰ることは思いとどまったといいます。理八の利発さは，主人の目にも留まり，近江本

店に２年勤めたのちは，京都支店そして江戸支店へと移り，若くして中堅の番頭格に抜擢されます。

京都時代には，大商店での勤めに健康を害しましたが，医師の健康法に従い快復してからは，一度

として服薬することはなかったそうです。こうした少年期の生活体験が工女たちへの手厚い経営方

針の基になったと考えられます。 

理八は，製糸業のみならず，養蚕農家に欠かせない天気予報を取り入れようと全国２番目の私設

測候所を設置したり，養蚕農家の育成や奨励策を講じたりと日本の近代産業の先駆者として数多く

の足跡を残しました。国からは，多年にわたる公益の事業に貢献したとして勲六等瑞宝章のほか，

死亡時には，藍綬褒章飾板銀杯が贈られました。 

                            【資料提供：丸森町立丸森中学校】 

 


